
八
一

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
の
歴
史
的
経
緯
（
大
木
）

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び

発
展
の
歴
史
的
経
緯

︱
ス
ペ
イ
ン
内
戦
前
の
歴
史
的
ガ
リ
シ
ア
主
義
に
関
す
る
考
察
を
中
心
に
︱

大　
　

木　
　

雅　
　

志

一 

は
じ
め
に

二 

ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

三 

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成

四 

ガ
リ
シ
ア
主
義
党

五 

内
戦
期
以
降
の
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

六 

む
す
び
に
か
え
て

一 

は
じ
め
に

近
年
、
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
最
近
で
は
二
〇
一
四
年
一
一
月
に
実
施
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ



八
二

自
治
州
に
お
け
る
民
意
調
査
（
非
公
式
の
住
民
投
票
）
で
投
票
者
の
八
割
以
上
が
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
は
国
家
で
あ
り
、
か
つ
独
立
す
べ
き
で

あ
る
」
と
投
じ
た
。
同
調
査
結
果
を
受
け
て
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
自
治
州
議
会
は
二
〇
一
五
年
一
一
月
に
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
独
立
手
続
き
開

始
宣
言
」
の
決
議
を
採
択
し
、
二
〇
一
七
年
に
は
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
ペ
イ

ン
政
府
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
自
治
州
の
分
離
独
立
を
阻
止
す
る
た
め
、
同
決
議
が
違
憲
で
あ
る
と
し
て
、
憲
法
裁
判
所
に
提
訴
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
一
四
年
九
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス

残
留
派
が
独
立
派
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
二
〇
一
九
年
ま
で
に
二
度
目
の
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
に

限
ら
ず
、
各
地
で
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
中
央
政
府
が
阻
止
す
る
と
い
う
動
き
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
国
民
国
家
に
か
か
る
問
題
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
特
に
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
、

バ
ス
ク
、
ガ
リ
シ
ア
と
い
っ
た
歴
史
的
自
治
州
が
あ
り
、
国
家
と
地
域
、
あ
る
い
は
国
家
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
長
く
議
論
さ

れ
て
き
た
。
前
述
の
通
り
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
は
分
離
独
立
の
動
き
も
あ
り
、
未
だ
に
「
ス
ペ
イ
ン
国
家
」
と
い
う
自
明
性
は
絶
対
的
に

確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

他
方
、
歴
史
的
自
治
州
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
や
強
い
自
治
権
を
要
求
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

ス
ペ
イ
ン
北
西
部
に
位
置
す
る
ガ
リ
シ
ア
自
治
州
に
お
い
て
は
、
独
自
の
文
化
を
有
し
て
い
な
が
ら
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
あ
ま
り
強
く

は
な
く
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
と
い
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
他
の
歴
史
的
自
治
州
と
比
較
し
て
、
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
運
動
は
そ
れ

ほ
ど
活
発
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
ガ
リ
シ
ア
は
歴
史
的
に
保
守
的
な
地
域
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
に
三
六
年
間
の
独
裁
政
権
を

築
い
た
フ
ラ
ン
コ
将
軍
や
民
主
化
以
降
ス
ペ
イ
ン
の
二
大
政
党
制
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
国
民
党
（
Ｐ
Ｐ
）
の
創
設
者
で
あ
る
マ
ヌ
エ
ル
・

フ
ラ
ガ
と
い
っ
た
保
守
系
政
治
家
を
輩
出
し
て
い
る
（
他
方
で
、Ｐ
Ｐ
と
共
に
二
大
政
党
制
の
も
う
一
翼
を
担
っ
て
き
た
ス
ペ
イ
ン
社
会
労
働
党
（
Ｐ



八
三

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
の
歴
史
的
経
緯
（
大
木
）

Ｓ
Ｏ
Ｅ
）
の
創
設
者
で
あ
る
パ
ブ
ロ
・
イ
グ
レ
シ
ア
ス
も
ガ
リ
シ
ア
出
身
で
あ
る
）。
ま
た
、
フ
ラ
ン
コ
死
後
に
実
施
さ
れ
た
自
治
州
議
会
選
挙
に

お
い
て
も
、
現
在
に
至
る
ま
で
保
守
系
全
国
政
党
が
第
一
党
の
座
を
維
持
し
続
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
的
に
独
自
の
文
化
と
歴

史
を
歩
ん
で
き
た
自
治
州
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
分
離
独
立
や
今
よ
り
も
強
い
自
治
権
の
要
求
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ガ
リ
シ
ア
は
、
同
じ
「
ス
ペ
イ
ン
」
と
い
う
国
民
国
家
に
属
し
て
い
な
が
ら
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
の
よ
う
に
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
顕
著
で
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ガ
リ
シ
ア
人
固
有
の
「
二
重
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ガ
リ
シ
ア
人
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人
や
バ
ス
ク
人
と
比
較
し
て
、「
ス
ペ
イ
ン
」
と
「
地
域
」
へ
の
二
重
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

有
す
る
住
民
の
割
合
が
多
い
と
い
う
特
徴
を
有
す
る（（
（

。
こ
の
よ
う
な
二
重
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
特
殊
性
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、

ス
ペ
イ
ン
人
と
し
て
の
国
民
意
識
の
形
成
と
ガ
リ
シ
ア
と
い
う
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
が
同
時
に
行
わ
れ
た

こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
歴
史
的
自
治
州
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ペ
イ
ン
人
と
し
て
の
国
民
意
識
が
形
成
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
ガ
リ
シ
ア

は
歴
史
的
に
農
村
部
に
お
い
て
教
会
の
影
響
力
が
強
く
、現
状
維
持
を
求
め
る
保
守
的
思
想
が
根
強
か
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
国
内
に
お
い
て
も
貧
困
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
産
業
が
発
展
し
て
い
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
の
よ
う
に
積
極
的
に
ス
ペ
イ

ン
か
ら
分
離
す
る
と
い
う
政
治
的
決
断
に
は
至
ら
な
か
っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展
経
緯
に
着
目
し
つ
つ
、ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
相
対
的
に
弱
く
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ガ
リ
シ
ア
は
、ス
ペ
イ
ン
内
戦
や
フ
ラ
ン
コ
独
裁
、民
主
化
と
い
っ
た
特
殊
事

情
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、一
九
世
紀
か
ら
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
の
短
期
間
に
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
萌
芽
、誕
生
、発
展
、衰
退
、復
活
、成�

長
及
び
分
裂
を
経
験
し
た
地
域
で
あ
る
。本
稿
で
は
ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
生
じ
、発
展
し
た

の
か
に
つ
い
て
、特
に
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
の
歴
史
に
主
眼
を
置
き
つ
つ
、ガ
リ
シ
ア
の
特
殊
性
に
つ
い
て
考
察
す
る（（
（

。



八
四
八
四

二 

ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（nacionalism

o

）
と
言
っ
た
場
合
、
ス
ペ
イ
ン
の
国
民
的
一
体
性
を
含
意
す
る
「
ス
ペ
イ

ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
意
味
す
る
場
合
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
、
ガ
リ
シ
ア
と
い
っ
た
地
域
が
自
ら
の
権
利
を
主
張
す
る
「
地

域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
意
味
す
る
場
合
が
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
主
義
者
に
と
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
は
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
一
方
、
地
域

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
ス
ペ
イ
ン
は
あ
く
ま
で
も
作
為
的
な
「
国
家
」
で
あ
っ
て
、
自
ら
が
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
な
の
で
あ
る（（
（

。
す
な

わ
ち
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
い
う
国
民
国
家
が
所
与
の
存
在
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

ア
ン
ト
ニ
ー
・
Ｄ
・
ス
ミ
ス
は
、
一
七
世
紀
ま
で
に
ス
ペ
イ
ン
国
家
が
か
な
り
弱
体
化
し
、
そ
の
浸
透
力
を
社
会
的
・
地
理
的
に
広
げ
た

り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
統
一
性
に
欠
け
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
共
同
体
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る（（
（

。

ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
国
民
の
文
化
的
・
言
語
的
統
合
化
の
展
開
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
と
の
見
方
も
あ
る（（
（

。
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
は
、

ス
ペ
イ
ン
中
央
部
の
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
地
方
で
話
さ
れ
て
い
た
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
語
が
「
ス
ペ
イ
ン
語
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に

も
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
、
バ
ス
ク
語
、
ガ
リ
シ
ア
語
、
ア
ラ
ゴ
ン
語
、
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
語
等
が
話
さ
れ
て
い
る
。
現
在
に
お
い
て
も
カ
ス

テ
ィ
ー
リ
ャ
語
（
ス
ペ
イ
ン
語
）
を
母
語
と
す
る
地
域
は
、
ス
ペ
イ
ン
全
体
の
面
積
の
七
割
程
度
と
な
っ
て
い
る（（
（

。
国
家
公
用
語
と
し
て

の
ス
ペ
イ
ン
語
の
浸
透
が
遅
れ
た
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
国
家
が
成
立
し
た
一
九
世
紀
に
お
い
て
識
字
率
が
低
か
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
民
国
家
形
成
に
お
い
て
通
常
起
こ
る
法
典
・
裁
判
シ
ス
テ
ム
の
一
元
化
や
度
量
衡
の
統
一
と
い
っ
た
こ
と
も

十
分
進
ま
な
か
っ
た
（
７
）。

さ
ら
に
、
軍
隊
が
国
民
国
家
形
成
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
な
か
っ
た
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
内
乱
や
戦
争
で



八
五

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
の
歴
史
的
経
緯
（
大
木
）

八
五

軍
隊
が
投
入
さ
れ
、
略
奪
等
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
反
軍
感
情
が
根
強
く
、
徴
兵
忌
避
率
も
高
か
っ
た
と
い
う
。
一
八
九
八
年
の
米

西
戦
争
に
お
け
る
敗
北
に
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
国
家
の
存
立
基
盤
が
崩
さ
れ
、
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
正
統
性
を
高
め
た
と
の
見
方
も
あ

る（８
）。こ

の
よ
う
な
背
景
か
ら
一
九
世
紀
後
半
に
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
、
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
が
始
ま
る

の
で
あ
る
。

三 

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成

ガ
リ
シ
ア
は
ス
ペ
イ
ン
北
西
部
に
位
置
す
る
地
域
で
あ
る
。
紀
元
前
に
は
ケ
ル
ト
人
が
定
住
し
、
古
代
ケ
ル
ト
文
化
を
形
成
し
た
。
そ

の
後
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
下
に
入
る
が
、
ロ
ー
マ
文
化
一
色
に
染
ま
る
こ
と
は
な
く
、
固
有
の
文
化
と
融
合
さ
せ
た
独
自
文
化
を
築
き

上
げ
た
。
ゲ
ル
マ
ン
民
族
（
ス
エ
ビ
、
西
ゴ
ー
ト
）
や
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
王
国
等
に
よ
る
支
配
の
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
（
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ

女
王
イ
サ
ベ
ル
一
世
と
ア
ラ
ゴ
ン
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
二
世
）
に
よ
っ
て
ガ
リ
シ
ア
の
「
ス
ペ
イ
ン
化
」
が
進
め
ら
れ
る
。
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て

自
由
主
義
改
革
が
進
展
す
る
と
、
他
地
域
と
同
様
に
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
も
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
芽
生
え
始
め
る
。
以
下
で
は
、
ガ

リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ガ
リ
シ
ア
研
究
に
お
い
て
、
ガ
リ
シ
ア
固
有
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
重
視
す
る
思
想
は
「
ガ
リ
シ
ア
主
義
（galeguism

o

）」
と
呼
ば

れ
て
い
る
（「
ガ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
「
ガ
リ
シ
ア
主
義
」
は
ほ
ぼ
同
義
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
以
下
で
は
ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
言
及
す
る
場
合
「
ガ
リ
シ
ア
主
義
」
の
用
語
を
使
用
す
る
）。
ガ
リ
シ
ア
主
義
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
中
央
集
権
化
が
進
ん
だ
一
九
世
紀



八
六

に
発
生
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
徐
々
に
高
ま
り
を
見
せ
た
。
そ
の
発

展
段
階
に
応
じ
て
、「
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
（
一
八
四
〇
─
一
八
八
六
）」、

「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
一
八
八
六
─
一
九
一
六
）」、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

（
一
九
一
六
─
）」と
分
類
さ
れ
て
い
る
。特
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、

「
ガ
リ
シ
ア
語
友
の
会
」
に
よ
る
活
動
を
中
心
と
す
る
「
初
期
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
（
一
九
一
六
─
一
九
三
一
）」、「
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
」
を
中
心
と
す
る
「
発

展
期
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
一
九
三
一
─
一
九
三
六
）」、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に
よ
っ

て
ガ
リ
シ
ア
主
義
者
の
多
く
が
亡
命
し
た
「
衰
退
期
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

（
一
九
三
六
─
一
九
六
三
）」、
現
代
に
お
け
る
「
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

（
一
九
六
三
─
）」
に
分
け
ら
れ
る
（
表
１
参
照
）。

　
　
　

三
―
一　

プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム

一
九
世
紀
の
ガ
リ
シ
ア
で
は
、
中
世
か
ら
続
い
て
い
た
ガ
リ
シ
ア
王
国
が

存
続
す
る
一
方
、
政
治
的
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
中
央
集
権
化
が
進
ん
で
い
た
た

め
、
ガ
リ
シ
ア
王
国
の
権
力
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
一
八
三
三
年
、
行
政
改

革
に
よ
り
、
ス
ペ
イ
ン
全
国
が
四
九
県
に
区
分
さ
れ
、
中
央
集
権
化
が
さ
ら

に
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
ガ
リ
シ
ア
は
、
ア
・
コ
ル
ー
ニ
ャ
、
ル
ー

表 1　ガリシア主義の変遷
年代 19世紀 20世紀 21世紀

1840―
1886

1886―
1916

1916―
1931

1931―
1936

1936―
1963

1963―
1982

1982―
2012

2012―
現在

分類
プロビンシ
アリズム

リージョナ
リズム

ナショナリズム

初　期 発展期 衰退期 新しいナショナリズム
復活期 成長期 分裂期

中心組織 サンティア
ゴ文学アカ
デミー

ガリシア地
域 主 義 協
会、ガリシ
ア連盟

ガリシア語
友の会

ガリシア主
義党

ガリシア評
議会、ガラ
クシャ社

ガリシア人
民同盟・ガ
リシア社会
党

ガ リ シ ア・
ナショナリ
スト・ブロッ
ク

ガリシア左
翼オルター
ナティブ

スペイン
における
政治体制

王政
（―1873）

第一共和政
（1873―1874）

王政復古（1874―1931）
プリモ・デ・リベラ独裁

（1923―1930）

第二共和政
（1931―1939）
スペイン内戦

（1936―1939）

フランコ独裁
（1939―1975）

民主化（1975―1978）
立憲君主制（1978―）

　（出所：�Beramendi, Justo, El nacionalismo gallego, Madrid : Arco Libros, 1997 を参考に筆者作
成。ナショナリズム以降については筆者による分類）
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七

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
の
歴
史
的
経
緯
（
大
木
）

ゴ
、
オ
ウ
レ
ン
セ
、
ポ
ン
テ
ベ
ド
ラ
の
四
県
に
分
断
さ
れ
、
ガ
リ
シ
ア
王
国
は
消
滅
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
央
政
府
の
決
定
に
対
し
て
、

か
つ
て
の
統
治
形
態
（
ガ
リ
シ
ア
王
国
）
の
復
活
を
求
め
る
動
き
が
生
じ
た
。
こ
れ
が
後
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
発
展
す
る
「
プ
ロ
ビ
ン

シ
ア
リ
ズ
ム
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。

プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
の
中
心
人
物
の
う
ち
半
数
は
大
学
生
で
あ
り
、
残
り
は
医
者
や
大
学
教
員
、
弁
護
士
等
の
都
市
部
の
上
流
・
中

流
階
級
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
、
一
八
四
〇
年
に
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
に
設
立
さ
れ
た
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
文
学

ア
カ
デ
ミ
ー
」
に
所
属
し
て
い
た
。「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
文
学
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
中
で
も
、
新
聞
記
者
で
あ
っ
た
ア
ン
ト
リ
ン
・
フ
ァ
ラ
ル

ド
は
、
数
々
の
文
書
を
発
表
し
、
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
を
喚
起
し
た
。
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
の
運
動
は
一
部
で
過
熱
し
、
一
八
四
六

年
、
軍
人
の
ミ
ゲ
ル
・
ソ
リ
ス
が
ル
ー
ゴ
で
蜂
起
し
、
県
評
議
会
と
県
議
会
の
解
体
を
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
鎮
圧
さ
れ
、

ソ
リ
ス
を
含
め
て
一
二
名
が
処
刑
さ
れ
た
。
ソ
リ
ス
の
蜂
起
に
参
加
し
た
フ
ァ
ラ
ル
ド
も
国
外
追
放
さ
れ
、
有
罪
確
定
の
後
に
恩
赦
を
与

え
ら
れ
て
帰
国
す
る
も
一
八
五
三
年
に
死
亡
し
た
。

ソ
リ
ス
の
蜂
起
の
失
敗
と
フ
ァ
ラ
ル
ド
の
死
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
の
運
動
は
下
火
に
な
り
か
け
た
が
、「
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
青
年
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
の
継
承
者
の
育
成
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
は
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
だ
け
で
な
く
、
ア
・
コ
ル
ー
ニ
ャ
や
そ
の
他
の
都
市
へ
と
波
及
し
、
拡
が
り
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
ビ

ン
シ
ア
リ
ズ
ム
は
エ
リ
ー
ト
層
を
中
心
と
す
る
個
人
の
集
ま
り
に
過
ぎ
ず
、
組
織
力
に
欠
け
て
い
た
た
め
、
そ
の
後
、
政
治
的
に
大
き
な

動
き
を
見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
の
担
い
手
も
大
学
生
か
ら
上
級
専
門
職
等
へ
と
構
成
が
変
化
し
、
ガ
リ
シ
ア
語
に
よ
る
出
版
物
が
多
く
出
版
さ

れ
た
。
ロ
サ
リ
ア
・
デ
・
カ
ス
ト
ロ
、
エ
ド
ワ
ル
ド
・
ポ
ン
ダ
ル
、
マ
ヌ
エ
ル
・
ク
ロ
ス
・
エ
ン
リ
ケ
ス
ら
が
中
心
と
な
り
、「
レ
シ
ュ



八
八

ル
デ
ィ
メ
ン
ト
（
ガ
リ
シ
ア
語
で
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
の
意
）」
と
呼
ば
れ
る
文
芸
復
興
運
動
が
起
こ
り
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

他
方
、
歴
史
家
の
間
で
ガ
リ
シ
ア
の
独
自
性
（
ガ
リ
シ
ア
性
）
に
関
す
る
議
論
も
沸
き
起
こ
り
、『
ガ
リ
シ
ア
史
』
を
執
筆
し
た
ベ
ニ
ト
・

ビ
セ
ッ
ト
は
、
ガ
リ
シ
ア
人
の
独
自
性
と
し
て
、
人
種
（
か
つ
て
ガ
リ
シ
ア
に
居
住
し
て
い
た
ケ
ル
ト
人
）
及
び
民
族
精
神
（
フ
ォ
ル
ク
ス
ガ
イ

ス
ト
）
を
説
い
た
。
ま
た
、
先
述
の
ロ
サ
リ
ア
・
デ
・
カ
ス
ト
ロ
の
夫
で
あ
る
マ
ヌ
エ
ル
・
ム
ル
ギ
ア
も
ガ
リ
シ
ア
は
ス
ペ
イ
ン
と
は
全

く
異
な
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ム
ル
ギ
ア
は
、『
ガ
リ
シ
ア
史
』
に
お
い
て
、
ガ
リ
シ
ア
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
ガ
リ
シ
ア
の

地
に
定
住
し
た
ケ
ル
ト
人
種
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
歴
史
の
過
程
で
固
有
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ガ
イ
ス
ト
が
築
か
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
歴
史
主
義
も
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
の
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
の
活
動
の
中
心
は
、
ガ
リ
シ
ア
語
に
よ
る
文
学
復
活
の
推
進
で
あ
っ
た
た
め
、
基
本
的
に
は
文

化
・
知
識
活
動
の
領
域
を
脱
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
ソ
リ
ス
の
蜂
起
の
よ
う
に
一
部
で
政
治
的
な
動
き
も
見
せ
た
）。
そ
の
分
、
上
述
の
通
り
、

ガ
リ
シ
ア
文
化
は
一
九
世
紀
後
半
に
大
き
く
発
展
し
た
。

三
―
二　

リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

一
八
八
六
年
、
マ
ヌ
エ
ル
・
ム
ル
ギ
ア
は
『
先
駆
者
た
ち
』
を
発
表
し
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
が
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
次
の
段
階
、

す
な
わ
ち
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
と
移
行
し
て
い
る
こ
と
を
説
い
た
。
ま
た
ム
ル
ギ
ア
は
、『
ガ
リ
シ
ア
地
域
』
を
発
表
し
、
ガ
リ
シ
ア

が
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
な
り
う
る
た
め
の
す
べ
て
の
条
件
を
備
え
て
い
る
旨
主
張
し
た
。
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
ム
ル
ギ
ア
を
中
心
と
す
る

リ
ベ
ラ
ル
派
の
他
、
ア
ウ
レ
リ
ア
ノ
・
シ
ョ
セ
・
ペ
レ
イ
ラ
・
デ
・
ラ
・
リ
バ
の
連
邦
派
や
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ブ
ラ
ー
ニ
ャ
ス
の
伝
統
派

を
中
心
に
展
開
し
て
い
く
。
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ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
の
歴
史
的
経
緯
（
大
木
）

リ
ベ
ラ
ル
派
は
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
の
直
接
的
系
統
で
あ
り
、
資
本
主
義
、
社
会
近
代

化
、
懐
古
主
義
の
排
除
を
目
指
し
た
。
政
治
的
に
は
真
の
民
主
主
義
を
目
指
し
、
最
も
多
く

の
支
持
者
を
集
め
て
い
た
。
連
邦
派
は
、
急
進
的
な
民
主
共
和
主
義
を
志
向
し
、
農
民
層
の

支
持
獲
得
を
図
っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
伝
統
派
は
、

そ
の
名
に
反
し
て
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
で
最
も
新
し
い
思
想
で
あ
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
及
び
過

去
へ
の
回
帰
を
擁
護
し
、
資
本
主
義
及
び
自
由
主
義
を
批
判
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
は
異

な
る
も
の
の
、
ガ
リ
シ
ア
が
固
有
の
文
化
・
言
語
の
再
生
及
び
政
治
的
自
治
の
権
利
を
有
す

る
「
地
域
」
ま
た
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
」
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
お
い
て
見
解
を
同
じ
く

し
て
い
た
。

一
八
九
〇
年
、
三
つ
の
潮
流
は
合
流
し
、「
ガ
リ
シ
ア
地
域
主
義
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

構
成
員
の
ほ
と
ん
ど
は
上
級
専
門
職
や
公
務
員
で
あ
り
、
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
と
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
違
い
を
見
せ
ず
、
文
化
・
知
識
活
動
が
中
心
で
あ
っ
た
。
機
関
誌
『
祖
国
ガ
リ
シ

ア
』
を
刊
行
し
た
が
、
組
織
の
方
針
が
漠
然
と
し
て
い
た
た
め
大
き
な
政
治
運
動
に
は
発
展

せ
ず
、
設
立
か
ら
わ
ず
か
三
年
間
で
解
散
し
た
。

そ
の
後
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
ム
ル
ギ
ア
は
ア
・
コ
ル
ー
ニ
ャ
で
「
ガ
リ
シ
ア
連
盟
」
を
結
成

し
、
伝
統
派
の
ブ
ラ
ー
ニ
ャ
ス
も
同
名
の
組
織
を
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ

で
結
成
し
た
。
し
か
し
、
都
市
部
や
農
村
部
の
労
働
者
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

表２　ガリシアにおけるリージョナリズムの分類

リベラル派 連邦派 伝統派
思想 資本主義、社会近代化、

懐古主義の排除、民主
主義

急進的な民主共和主義 協調組合主義、カト
リック

中心人物 マヌエル・ムルギア アウレリアノ・ショセ・
ペレイラ

アルフレッド・ブラー
ニャス

組織 ガリシア地域主義協会
⇒ガリシア連盟（ア・
コルーニャ）

ガリシア地域主義協会
⇒自由融合党

ガリシア地域主義協会
⇒ガリシア連盟（サン
ティアゴ・デ・コンポ
ステーラ）

　（出所：筆者作成）



九
〇

政
治
的
に
は
目
立
っ
た
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
連
邦
派
の
ペ
レ
イ
ラ
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
自
由
融
合
党
に
加
盟
す
る
た
め
に

マ
ド
リ
ー
ド
に
拠
点
を
移
し
た
た
め
、
実
質
的
に
消
滅
し
た
（
表
２
参
照
）。

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
引
き
続
き
文
化
的
側
面
が
強
か
っ
た
が
、
一
九
〇
七
年
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
政
治
運
動

の
影
響
を
受
け
て
「
ガ
リ
シ
ア
の
連
帯
」
が
発
足
し
た
。「
ガ
リ
シ
ア
の
連
帯
」
は
、
反
首
長
主
義
を
掲
げ
、
農
民
の
支
持
を
獲
得
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
文
化
活
動
や
理
論
形
成
に
終
始
し
て
い
た
た
め
、
ガ
リ
シ
ア
全
体
へ
の
拡
が

り
に
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
少
し
ず
つ
政
治
的
な
側
面
を
見
せ
始
め
る
。
後
に
ガ
リ
シ
ア
主
義
を
象
徴
す
る
新
聞
へ
と
成
長
す
る

こ
と
と
な
る
『
ア
・
ノ
ー
サ
・
テ
ー
ラ
（
我
が
大
地
）』
が
創
刊
さ
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
（「
ガ
リ
シ
ア
の
連
帯
」
の
機
関
紙
と
し
て
発
行

さ
れ
た
）。三

―
三　

初
期
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

ガ
リ
シ
ア
主
義
は
徐
々
に
政
治
的
な
要
素
を
帯
び
始
め
た
が
、そ
の
担
い
手
の
ほ
と
ん
ど
は
上
級
専
門
職
や
公
務
員
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
各
派
閥
を
収
斂
す
る
組
織
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
ガ
リ
シ
ア
語
友
の
会
」
の
発
足
を
き
っ
か

け
に
少
し
ず
つ
で
あ
る
が
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
組
織
化
が
進
む
こ
と
と
な
る
。

一
九
一
六
年
、『
ラ
・
ボ
ス
・
デ
・
ガ
リ
シ
ア
』
紙
の
記
者
で
あ
っ
た
ア
ン
ト
ン
・
ビ
ジ
ャ
ル
・
ポ
ン
テ
は
、「
言
語
友
の
会
」
の
設
立

を
呼
び
か
け
る
と
共
に
、『
ガ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
、「
ガ
リ
シ
ア
語
友
の
会
」
が
正
式
に
発
足
し
、
ガ

リ
シ
ア
主
義
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

「
ガ
リ
シ
ア
語
友
の
会
」
は
、
機
関
紙
と
し
て
、「
ガ
リ
シ
ア
の
連
帯
」
が
か
つ
て
発
行
し
て
い
た
機
関
紙
と
同
名
の
『
ア
・
ノ
ー
サ
・



九
一

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
の
歴
史
的
経
緯
（
大
木
）

テ
ー
ラ
（
我
が
大
地
）』
を
発
行
し
、
政
治
活
動
を
始
め
た
。

一
九
一
八
年
、「
ガ
リ
シ
ア
語
友
の
会
」
は
、
第
一
回
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
会
議
を
開
催
し
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
へ
の
発
展
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
会
議
で
は
、「
統
合

的
自
治
の
実
現
、
す
な
わ
ち
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
、

バ
ス
ク
及
び
ガ
リ
シ
ア
（
可
能
で
あ
れ
ば
ポ
ル
ト
ガ
ル
も
）
に
よ
る

連
邦
制
」、「
ガ
リ
シ
ア
語
化
（
ガ
リ
シ
ア
語
及
び
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ

語
の
公
用
語
化
、
教
育
に
お
け
る
ガ
リ
シ
ア
語
の
優
先
的
使
用
等
）」、「
政

治
行
政
改
革
（
首
長
主
義
の
排
除
等
）」
及
び
「
社
会
経
済
改
革
」

が
宣
言
さ
れ
た
。

一
九
二
〇
年
に
は
、
ビ
セ
ン
テ
・
リ
ス
コ
が
『
ガ
リ
シ
ア
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
』
を
発
表
し
た
。
リ
ス
コ
は
、
ム
ル
ギ
ア
の
思

想
を
踏
ま
え
つ
つ
、
哲
学
的
非
合
理
主
義
、
地
理
的
決
定
論
、
新

伝
統
主
義
、
民
族
誌
学
等
の
様
々
な
視
点
を
組
み
合
わ
せ
て
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
を
展
開
し
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
「
自
然
に
あ
る
も

の
、
種
と
し
て
あ
る
も
の
、
人
間
の
意
思
か
ら
独
立
し
た
も
の
」

と
定
義
づ
け
た
。
そ
の
上
で
、「
ガ
リ
シ
ア
は
既
に
ネ
イ
シ
ョ
ン

表３　初期ナショナリズムの分類

リベラル民主派 新伝統派 分離派
思想 ナショナリズムは、自

由、物質的・知的発展
及び進歩的民主主義を
実現するための手段で
あるとする立場。リー
ジョナリズム時代のリ
ベラル派の思想を継
承。

カトリック社会主義を
基本としつつ、フォロ
制といった伝統的な社
会経済制度を否定する
立場。リージョナリズ
ム時代の伝統派の思想
を継承。

ガリシアの独立を求め
る立場。スペインをネ
イションと認めつつ
も、ガリシアはスペイ
ンに属さないと主張。

中心人物 ビジャル・ポンテ兄弟、
アルフォンソ・カステ
ラオ

ビセンテ・リスコ、ラ
モン・オテロ・ペドラー
ジョ

フコ・ゴメス、アルバ
ロ・ダス・カサス

組織 ガリシア語友の会⇒ガ
リシア自治共和主義組
織

オウレンセ共和ナショ
ナリスト党、ガリシア・
ナショナリスト友の会

ガリシア分離主義者革
命委員会、ポンダル・
ナショナリスト協会、
ガリシア・ナショナリ
スト前衛派

　（出所：筆者作成）



九
二

で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
リ
ス
コ
に
と
っ
て
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
は
、
人
間
の
意
思
に
よ
っ
て
偶
発
的
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、

自
然
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
人
種
及
び
大
地
に
よ
っ
て
民
族
精
神
（
フ
ォ
ル
ク
ス
ガ
イ
ス
ト
）
が
生
ま
れ
、そ
こ
か
ら
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
（
言

語
及
び
文
化
）
が
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
る
と
説
明
し
て
い
る（（
（

。

ガ
リ
シ
ア
の
初
期
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
そ
の
思
想
の
違
い
に
よ
り
、
リ
ベ
ラ
ル
民
主
派
、
新
伝
統
派
、
分
離
派
に
分
類
さ
れ
る
。
リ

ス
コ
を
中
心
と
す
る
新
伝
統
派
は
当
初
、
ガ
リ
シ
ア
語
友
の
会
に
参
加
し
て
い
た
が
、
一
九
二
二
年
に
選
挙
の
参
加
を
巡
っ
て
リ
ベ
ラ
ル

民
主
派
と
対
立
し
て
脱
退
し
、「
ガ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
友
の
会
」
を
新
た
に
結
成
し
た
。
し
か
し
、
一
九
二
三
年
に
プ
リ
モ
・
デ
・

リ
ベ
ラ
の
独
裁
が
始
ま
る
と
、
ほ
ぼ
全
て
の
友
の
会
が
解
散
に
追
い
込
ま
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
中
断
し
た
（
表
３
参
照
）。

一
九
二
九
年
、
独
裁
体
制
が
弱
体
化
す
る
と
、
ビ
ジ
ャ
ル
・
ポ
ン
テ
と
カ
サ
レ
ス
・
キ
ロ
ー
ガ
は
「
ガ
リ
シ
ア
自
治
共
和
主
義
組
織
（
Ｏ

Ｒ
Ｇ
Ａ
）」
を
立
ち
上
げ
、
ガ
リ
シ
ア
全
体
で
友
の
会
の
再
結
成
が
図
ら
れ
た
。
一
九
三
〇
年
、
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
は
、
急
進
党
、
共
和
急
進
社

会
主
義
党
及
び
連
邦
共
和
党
と
レ
ス
ト
ロ
ベ
協
定
を
結
び
、
選
挙
連
合
「
ガ
リ
シ
ア
共
和
連
盟
（
Ｆ
Ｒ
Ｇ
）」
を
結
成
し
た
（
そ
の
後
、
急

進
党
と
共
和
急
進
社
会
主
義
党
は
脱
退
）。
一
九
三
一
年
に
ス
ペ
イ
ン
第
二
共
和
政
が
成
立
す
る
と
、
制
憲
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
Ｆ
Ｒ
Ｇ

は
一
五
議
席
を
獲
得
し
た
。
ガ
リ
シ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
ス
ペ
イ
ン
の
国
政
に
進
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ガ
リ
シ
ア
の
自
治
推
進
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
党
首
の
キ
ロ
ー
ガ
が
入
閣
す
る
と
、
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
は
共
和
政
の
安
定
に
重
点
を
置
き
始
め
た
。
当
初
は

ガ
リ
シ
ア
の
自
治
を
目
指
し
て
結
成
さ
れ
た
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
で
あ
る
が
、
国
政
進
出
後
は
ガ
リ
シ
ア
主
義
者
に
と
っ
て
も
は
や
足
枷
と
な
っ
て

い
た
。
そ
の
結
果
、
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
の
一
部
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
ら
は
苛
立
ち
始
め
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る（（1
（

。
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ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
の
歴
史
的
経
緯
（
大
木
）

四 

ガ
リ
シ
ア
主
義
党

一
九
三
一
年
末
、
Ｏ
Ｒ
Ｇ
Ａ
の
一
員
で
あ
っ
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
カ
ス
テ
ラ
オ
は
、
ポ
ン
テ
べ
ド
ラ
で
第
七
回
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
会
議

を
招
集
し
、
ガ
リ
シ
ア
語
友
の
会
等
、
計
三
二
団
体
が
出
席
し
た
。
初
期
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
心
組
織
で
あ
っ
た
ガ
リ
シ
ア
語
友
の
会

に
お
い
て
は
、
各
派
閥
の
思
想
の
対
立
に
よ
り
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
各
団
体
に
離
散
し
て
し
ま
っ
た
が
、
同
会
議
で
は
、
新
た
に
各
思
想

を
超
え
た
ガ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
政
党
「
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
」
の
発
足
が
宣
言
さ
れ
た
。

ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
、
ガ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
政
治
活
動
を
目
的
と
し
た
初
め
て
の
政
党
で
あ
り
、
そ
の
点
で
ガ
リ
シ
ア
語

友
の
会
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
や
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ガ
リ
シ
ア
語
友
の
会
に
よ
る
初
期
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
支
持
者
の
多
く
は
、
エ
リ
ー
ト
層
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
、
よ
り
幅
広
く
、
様
々
な
層
か
ら
の
支
持
を
集
め
た（（1
（

。

四
―
一　

ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
方
針

ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
、
綱
領
を
定
め
、
四
つ
の
原
則
宣
言
「
文
化
的
一
体
性
と
し
て
の
ガ
リ
シ
ア
（
言
語
、
芸
術
、
精
神
と
い
っ
た
ガ
リ

シ
ア
の
特
性
の
定
着
）」、「
自
治
的
民
衆
と
し
て
の
ガ
リ
シ
ア
（
共
和
国
政
府
の
枠
組
み
に
お
け
る
ガ
リ
シ
ア
の
政
治
的
自
決
権
）」、「
協
同
的
共

同
体
と
し
て
の
ガ
リ
シ
ア
（
労
働
の
た
め
の
大
地
、
大
地
の
た
め
の
労
働
）」、「
普
遍
性
の
単
位
と
し
て
の
ガ
リ
シ
ア
（
反
国
際
帝
国
主
義
、
平

和
主
義
）」
を
掲
げ
た
。
ま
た
、
ガ
リ
シ
ア
語
友
の
会
と
同
様
に
、
機
関
紙
と
し
て
、『
ア
・
ノ
ー
サ
・
テ
ー
ラ
（
我
が
大
地
）』
を
発
行
し
た
。

ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
、「
様
々
な
社
会
階
層
の
支
持
獲
得
」
及
び
「
共
和
国
憲
法
内
で
の
ガ
リ
シ
ア
の
自
治
推
進
」
に
重
点
を
置
い
て
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活
動
を
開
始
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
中
央
政
府
と

の
対
立
で
は
な
く
、
共
和
国
内
に
お
け
る
自

治
推
進
と
い
う
現
実
的
姿
勢
を
示
し
た
こ
と

に
よ
り
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
支
持
を
拡
大

し
た
。
ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
や
初
期
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
は
、
中
心

組
織
の
支
持
層
は
主
に
都
市
部
の
住
民
で

あ
っ
た
が
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
都
市
部
だ

け
で
な
く
農
村
部
に
も
活
動
を
広
げ
、ま
た
、

青
年
団
体
（
ガ
リ
シ
ア
主
義
青
年
連
盟
）
を
設

立
し
、様
々
な
層
の
支
持
獲
得
を
目
指
し
た
。

一
九
三
一
年
の
結
党
当
時
の
党
員
七
五
六
名

の
う
ち
農
村
部
の
党
員
は
一
四
一
名
（
全
体

の
一
八
・
七
％
）
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
六
年

に
は
党
員
四
、五
八
二
名
の
う
ち
一
、七
六
四

名
（
全
体
の
三
八
・
五
％
）
へ
と
拡
大
し
た（（1
（

。

そ
の
結
果
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
、
ス
ペ
イ

表４　ガリシア主義の参加者の構成
プロビンシアリズム リージョナリズム ナショナリズム

前期 中期 後期
ガリシア
地域主義

協会

ガリシア
同盟

リージョ
ナリスト

ガリシア
語友の会 ガリシア主義党

年 1840─
1846

1847─
1868

1869─
1885

1890─
1893

1897─
1906

1886─
1916

1916─
1931 1931 1933 1936

会員・党員数 69名 150名 182名 73名 105名 557名 976名 756名 2,340名 4,582名
会員・党員数内訳（％）

地主 4.7 6.0 5.5 2.8 4.5 1.6 2.5 1.1 1.2
上級専門職、
上級公務員、
経営者

17.3 25.3 25.7 39.7 14.3 23.3 22.9 16.7 6.2 4.2

軍人 1.4 2.0 1.1 0.9 1.8 0.5
教員（中等
教育以上） 5.8 9.4 8.7 11.0 4.7 7.5 6.8

聖職者 2.9 5.3 4.4 4.1 2.8 4.8 1.9 0.3
学生 49.2 4.0 1.6 2.7 0.9 3.0 6.3 9.4 11.3 8.8
商業者、小
規模経営者 5.7 6.0 4.9 5.5 10.5 7.2 12.4 13.3 8.8 8.1

中 級 専 門 職、
ジャーナリス
ト、芸術家

2.8 8.7 10.4 10.9 4.7 8.9 9.3 4.2 2.3 2.1

中級公務員
等 2.9 9.3 11.4 5.5 11.4 7.7 6.4 21.3 15.2 12.5

手工業者 2.0 0.9 1.8 2.2 4.7 9.5 11.4
農民、漁民 0.8 3.4 17.7 27.3
その他 1.9 3.3 6.6 4.2 5.2 7.4 12.5 4.5 8.6 8.1
職業不明 10.1 20.0 19.2 10.9 40.9 22.1 16.4 19.7 19.3 16.3
　（出所：�Beramendi, Justo, El nacionalismo gallego, Madrid : Arco Libros, 1997, pp. 11, 16, 27, 

41, 56 のデータを基に筆者作成）
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ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
の
歴
史
的
経
緯
（
大
木
）

ン
内
戦
前
に
お
け
る
最
も
大
き
な
ガ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
政
党
へ
と
成
長
し
た
。

表
4
が
示
す
よ
う
に
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
特
定
の
社
会
階
層
だ
け
の
支
持
を
獲
得
す
る
政
党
で
は
な
く
、
支
持
層
が
多
様
化
し
て
お

り
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
発
生
し
な
け
れ
ば
、
政
党
支
持
及
び
党
員
数
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
他
方
、
ガ
リ
シ
ア
主
義

党
は
、
ガ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
結
集
を
呼
び
か
け
、
共
和
国
内
で
の
自
治
推
進
を
最
低
限
の
目
標
と
し
て
、
様
々
な
思
想
の
枠

を
超
え
て
党
員
の
取
り
込
み
を
図
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
党
内
の
対
立
を
生
む
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
た
。

ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
成
果
と
し
て
、
ガ
リ
シ
ア
の
国
際
社
会
へ
の
参
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
創
設

メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
で
あ
る
プ
ラ
ッ
シ
ド
・
カ
ス
ト
ロ
は
、
一
九
三
三
年
九
月
に
ス
イ
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
欧
州
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ

総
会
に
ガ
リ
シ
ア
の
代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

四
―
二　

ガ
リ
シ
ア
自
治
憲
章

ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
、
ガ
リ
シ
ア
の
自
治
獲
得
の
た
め
、
ガ
リ
シ
ア
自
治
憲
章
の
早
期
策
定
を
目
指
し
た
。
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
働
き
か
け
を
行
っ
た
結
果
、
一
九
三
二
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
市
町
村
代
表
者
会
議
で
自
治
憲
章
案
が

七
七
・
四
％
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

ガ
リ
シ
ア
自
治
憲
章
案
に
お
い
て
、
ガ
リ
シ
ア
は
「
共
和
国
憲
法
及
び
本
自
治
憲
章
に
基
づ
く
、
ス
ペ
イ
ン
国
家
の
自
治
地
域
」
と
定

義
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
公
用
語
を
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
語
（
ス
ペ
イ
ン
語
）
と
ガ
リ
シ
ア
語
と
し
、
ガ
リ
シ
ア
自
治
政
府
（X

unta de 

Galicia

）
及
び
ガ
リ
シ
ア
議
会
、
ガ
リ
シ
ア
地
域
代
表
（Presidente da Rexión
）
の
設
置
を
明
記
し
た
。

自
治
憲
章
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
住
民
投
票
と
国
会
承
認
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
、
ガ
リ
シ
ア
共
和
党
（
Ｏ
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Ｒ
Ｇ
Ａ
の
後
継
政
党
）
及
び
共
和
行
動
党
（
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
首
相
の
ア
サ
ー
ニ
ャ
を
党
首
と
す
る
政
党
）
は
自
治
憲
章
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
委
員
会

を
設
置
し
て
早
期
手
続
き
を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
住
民
投
票
の
手
続
き
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
自
治
憲
章
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
委

員
会
に
も
参
加
し
て
い
た
ガ
リ
シ
ア
共
和
党
と
共
和
行
動
党
が
住
民
投
票
に
消
極
的
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
住

民
投
票
の
失
敗
に
よ
る
中
央
政
府
へ
の
政
治
的
打
撃
」、「
左
翼
基
盤
の
弱
い
ガ
リ
シ
ア
で
保
守
的
自
治
政
府
が
誕
生
し
て
、
中
央
政
府
の

改
革
を
反
故
に
す
る
危
険
性
」
が
あ
っ
た
た
め
と
す
る
見
方
も
あ
る（（1
（

。
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
国
会
議
員
で
あ
っ
た
カ
ス
テ
ラ
オ
、オ
テ
ロ
・

ペ
ド
ラ
ー
ジ
ョ
、
ス
ア
レ
ス
・
ピ
カ
ー
ジ
ョ
は
演
説
を
行
い
、
中
央
政
府
に
住
民
投
票
の
手
続
き
を
進
め
る
よ
う
圧
力
を
か
け
た
。

し
か
し
、
こ
の
頃
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
独
ナ
チ
ス
の
影
響
を
受
け
た
右
翼
が
台
頭
し
始
め
て
お
り
、
一
九
三
三
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
総

選
挙
で
は
右
翼
が
圧
勝
し
、
ア
サ
ー
ニ
ャ
内
閣
は
失
脚
し
た
。
同
選
挙
で
成
立
し
た
レ
ル
ー
内
閣
の
二
年
間
は
「
暗
い
二
年
間
」
と
呼
ば

れ
、「
逆
コ
ー
ス
」
が
進
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、ガ
リ
シ
ア
自
治
憲
章
の
手
続
き
は
中
断
し
、一
九
三
四
年
の
一
〇
月
闘
争
以
降
は
、フ
ァ

シ
ズ
ム
に
よ
る
ガ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
弾
圧
が
一
層
強
ま
っ
た
。

カ
ス
テ
ラ
オ
ら
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
執
行
部
は
、
危
機
感
を
覚
え
始
め
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
打
倒
の
た
め
に
左
翼
と
の
共
闘
を
模
索
し
始
め
た
。

一
九
三
五
年
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
共
和
国
誕
生
四
周
年
記
念
行
動
に
参
加
し
、
ア
サ
ー
ニ
ャ
率
い
る
共
和
主
義
左
翼
に
接
近
し
た
。
最

終
的
に
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
、
ア
サ
ー
ニ
ャ
を
首
班
と
す
る
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
に
参
加
し
た
。
し
か
し
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
左
翼
へ

の
接
近
は
、
元
々
様
々
な
派
閥
の
集
ま
り
で
あ
る
党
内
の
対
立
を
生
み
、
リ
ス
コ
ら
新
伝
統
派
が
離
党
し
た
（
リ
ス
コ
は
一
九
三
六
年
四
月

に
ガ
リ
シ
ア
主
義
右
翼
を
結
成
し
た
）。

一
九
三
六
年
二
月
の
総
選
挙
で
人
民
戦
線
が
勝
利
し
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
か
ら
は
、
カ
ス
テ
ラ
オ
、
ス
ア
レ
ス
・
ピ
カ
ー
ジ
ョ
、
ア
ン

ト
ン
・
ビ
ジ
ャ
ル
・
ポ
ン
テ
の
三
名
が
議
員
に
選
出
さ
れ
た
。
ア
サ
ー
ニ
ャ
人
民
戦
線
政
府
の
下
、
同
年
六
月
二
八
日
に
ガ
リ
シ
ア
自
治
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憲
章
案
が
住
民
投
票
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
住
民
投
票
で
は
投
票
率
は
七
四
・
五
二
％
に
留
ま
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
賛
成
票
は

九
九
・
〇
五
％
（
有
権
者
全
体
の
約
七
四
％
）
と
な
り
、
憲
法
で
規
定
さ
れ
た
有
権
者
の
三
分
の
二
を
超
え
る
賛
成
を
獲
得
し
た
。
同
年
七

月
一
五
日
、
カ
ス
テ
ラ
オ
ら
は
、
国
会
に
ガ
リ
シ
ア
自
治
憲
章
案
を
提
出
し
た
。
し
か
し
不
運
に
も
、
わ
ず
か
二
日
後
の
七
月
一
七
日
、

ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
始
ま
っ
た
。

五 
内
戦
期
以
降
の
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

五
―
一　

ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
分
裂

ス
ペ
イ
ン
内
戦
が
始
ま
る
と
、
ガ
リ
シ
ア
は
ま
も
な
く
反
乱
軍
の
支
配
下
に
入
り
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
に
関
す
る
活
動
が
禁
止
さ
れ
た
。

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
ボ
ベ
ダ
等
の
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
指
導
部
数
名
が
処
刑
さ
れ
た
。
一
方
、
住
民
投
票
で
可
決
さ
れ
た
ガ
リ
シ
ア
自
治

憲
章
案
の
結
果
を
報
告
す
る
た
め
、
内
戦
勃
発
当
時
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
指
導
者
の
一
部
が
マ
ド
リ
ー
ド
に
滞
在
し
て
お
り
、
難
を
逃

れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

カ
ス
テ
ラ
オ
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
マ
ド
リ
ー
ド
に
い
た
た
め
反
乱
軍
に
よ
る
弾
圧
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
カ
ス
テ
ラ
オ
は
、
バ

レ
ン
シ
ア
に
避
難
し
た
後
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
移
っ
た
。
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
自
治
政
府
の
保
護
を
受
け
な
が
ら
活
動
を
続

け
た
。
カ
ス
テ
ラ
オ
は
『
ノ
バ
・
ガ
リ
シ
ア
（
新
し
い
ガ
リ
シ
ア
）』
を
通
じ
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
批
判
し
た
。
一
九
三
九
年
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

と
マ
ド
リ
ー
ド
が
陥
落
し
、
内
戦
が
終
結
す
る
と
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
党
員
の
多
く
が
フ
ラ
ン
ス
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
（
キ
ュ
ー
バ
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ウ
ル
グ
ア
イ
等
）
に
亡
命
す
る
一
方
、
一
部
は
ス
ペ
イ
ン
に
残
っ
た
（
カ
ス
テ
ラ
オ
は
一
九
三
八
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
亡
命
）。
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一
九
世
紀
後
半
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
に
か
け
て
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
思
想
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
、
地
域
政
党
が
誕
生
し
、
住
民

投
票
に
お
い
て
ガ
リ
シ
ア
自
治
憲
章
が
可
決
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
辿
り
着
い
た
ガ
リ
シ
ア
主
義
で
あ
る
が
、
皮
肉
に
も
ガ
リ
シ
ア
出

身
の
フ
ラ
ン
コ
将
軍
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
は
そ
の
後
「
逆
コ
ー
ス
」
を
辿
る
こ
と
と
な
り
、
ガ
リ
シ
ア
主

義
の
運
動
は
大
き
く
後
退
す
る
。
ガ
リ
シ
ア
主
義
は
、
フ
ラ
ン
コ
独
裁
末
期
に
「
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
運
動
が
再
興

す
る
ま
で
の
間
は
、
ス
ペ
イ
ン
国
外
で
の
活
動
や
ス
ペ
イ
ン
国
内
に
お
け
る
地
下
活
動
が
中
心
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
活
動
拠
点
が
分
散
化
さ
れ
た
こ
と
が
、
フ
ラ
ン
コ
に
よ
る
思
想
教
育
の
影
響
を
強
く
受
け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
元
々
保

守
的
思
想
が
根
強
か
っ
た
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
さ
ら
に
そ
の
傾
向
を
強
め
た
原
因
の
ひ
と
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
ガ
リ
シ
ア
主
義

党
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
カ
ス
テ
ラ
オ
が
亡
命
し
た
こ
と
の
影
響
は
大
き
い
。
フ
ラ
ン
コ
死
後
、
歴
史
的
自
治
州
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ

ス
ク
が
自
治
拡
大
や
独
立
の
動
き
を
見
せ
る
中
、
ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
自
治
州
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
保
守
系
全
国
政
党
が
第
一
党
を
守

り
続
け
て
い
る
理
由
も
フ
ラ
ン
コ
独
裁
体
制
期
に
お
け
る
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
後
退
が
影
響
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

五
―
二　

亡
命
派
に
よ
る
ガ
リ
シ
ア
主
義

ガ
リ
シ
ア
主
義
者
の
亡
命
先
で
最
も
重
要
な
拠
点
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
あ
る
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
は
元
々

ガ
リ
シ
ア
移
民
も
多
く
、一
九
四
〇
年
代
に
は
約
四
〇
万
人
以
上
の
ガ
リ
シ
ア
移
民
が
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
居
住
し
て
い
た
と
言
わ
れ
、

「
ガ
リ
シ
ア
の
五
番
目
の
県
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た（（1
（

。
ガ
リ
シ
ア
・
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
ガ
リ
シ
ア
主
義
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

一
九
四
〇
年
七
月
、
カ
ス
テ
ラ
オ
は
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
移
住
す
る
と
、「
海
の
向
こ
う
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
、
ガ
リ

シ
ア
主
義
の
再
興
を
試
み
た
。
ガ
リ
シ
ア
か
ら
遠
く
離
れ
た
大
陸
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
カ
ス
テ
ラ
オ
は
精
力
的
に
講
演
を
行
い
、
ガ
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リ
シ
ア
が
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
続
け
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
ガ
リ
シ
ア
出
身
移
民
や
亡
命
者
の
組
織
化
を
図
っ
た
。
し
か

し
、
ガ
リ
シ
ア
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
直
ち
に
カ
ス
テ
ラ
オ
の
運
動
に
加
わ
る
と
い
う
簡
単
な
構
造
で
は
な
く
、
当
然
ス
ペ
イ

ン
の
全
体
主
義
に
傾
倒
す
る
ガ
リ
シ
ア
出
身
者
の
団
体
も
あ
り
、
思
想
的
に
対
立
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
、
カ

ス
テ
ラ
オ
の
思
想
は
よ
り
急
進
的
な
ガ
リ
シ
ア
主
義
へ
と
変
遷
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
九
四
一
年
一
二
月
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
お
け
る
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
主
要
勢
力
で
あ
っ
た
「
ガ
リ
シ
ア
主
義
者
グ
ル
ー
プ
」
や
分

離
主
義
派
の
「
ポ
ン
ダ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
協
会
」
等
の
団
体
が
結
束
し
、「
ガ
リ
シ
ア
友
の
会
」
が
発
足
し
た
。
内
戦
直
前
に
実
施

さ
れ
た
総
選
挙
で
ガ
リ
シ
ア
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
の
ひ
と
り
で
あ
る
ア
ン
ト
ン
・
ア
ロ
ン
ソ
・
リ
オ
ス
が
会
長
と
な
り
、
カ
ス
テ
ラ
オ

は
名
誉
会
長
と
し
て
活
動
に
参
加
し
た
。

ガ
リ
シ
ア
友
の
会
の
活
動
目
的
は
、
内
戦
中
に
分
断
さ
れ
た
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
団
体
を
再
組
織
化
し
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
を
復
活
す
る

こ
と
で
あ
る
。
ガ
リ
シ
ア
友
の
会
は
、
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
だ
け
で
な
く
、
ロ
サ
リ
オ
市
や
メ
ン
ド
ー
サ
市
、
ラ
・
プ
ラ
タ
市
と
い
っ

た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
内
の
都
市
に
も
活
動
を
広
げ
、モ
ン
テ
ビ
デ
オ
（
ウ
ル
グ
ア
イ
）、サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
チ
リ
（
チ
リ
）、ハ
バ
ナ
（
キ
ュ
ー

バ
）、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
（
メ
キ
シ
コ
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
米
国
）
等
に
も
同
名
の
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。

一
九
四
二
年
六
月
二
八
日
に
は
、
機
関
紙
と
し
て
『
ア
・
ノ
ー
サ
・
テ
ー
ラ
』
の
発
行
を
開
始
し
た
。
同
名
の
機
関
紙
は
、
初
期
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
期
に
ガ
リ
シ
ア
語
友
の
会
が
、
そ
の
後
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
が
発
行
し
て
お
り
、
そ
の
時
代
の
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
中
心
組
織
が

使
用
を
許
さ
れ
た
象
徴
的
な
意
味
合
い
を
有
す
る
。
創
刊
日
で
あ
る
六
月
二
八
日
は
、
ガ
リ
シ
ア
自
治
憲
章
が
住
民
投
票
に
か
け
ら
れ
た

日
で
も
あ
り
、
ガ
リ
シ
ア
自
治
憲
章
の
承
認
に
向
け
た
決
意
も
窺
え
る
。
ま
た
、
ガ
リ
シ
ア
友
の
会
は
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
中
心
人
物

で
あ
り
、
内
戦
直
後
に
処
刑
さ
れ
た
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
ボ
ベ
ダ
に
敬
意
を
払
う
た
め
、
同
氏
が
処
刑
さ
れ
た
日
を
「
ガ
リ
シ
ア
殉
教
者



一
〇
〇

の
日
」
と
定
め
た
。

カ
ス
テ
ラ
オ
は
、
亡
命
し
た
ガ
リ
シ
ア
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
及
び
バ
ス
ク
の
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
勢
力
の
再
結
集
を
試
み
た
。
同
地
域

は
か
つ
て
「
ガ
レ
ウ
ス
カ
（Galeuzca

）（
（1
（

」
の
名
前
で
一
九
三
三
年
に
七
月
に
連
携
協
定
を
締
結
さ
れ
た
が
、
一
九
四
一
年
五
月
、
三
つ
の

ネ
イ
シ
ョ
ン
の
自
決
権
を
獲
得
に
向
け
て
、
亡
命
の
地
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
再
び
署
名
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
特
に
目
立
っ
た
活
動
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、一
九
四
四
年
一
二
月
に
メ
キ
シ
コ
で
三
地
域
の
代
表
が
集
ま
る
会
合
で
採
択
さ
れ
、「
国
際
的
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
し
て
、

三
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
（
ガ
リ
シ
ア
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
及
び
バ
ス
ク
）
の
自
由
、
主
権
及
び
自
決
権
の
た
め
に
共
に
闘
う
」
旨
を
確
認
し
た
。

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
六
年
に
か
け
て
は
、
雑
誌
『
ガ
レ
ウ
ス
カ
（Galeuzca

）』
が
発
行
さ
れ
、
将
来
の
連
邦
制
国
家
建
設
の
た
め
、

政
治
や
経
済
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
じ
頃
、
カ
ス
テ
ラ
オ
を
中
心
と
す
る
亡
命
中
の
ガ
リ
シ
ア
主
義
者
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
及
び
バ
ス
ク
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
か

ら
の
働
き
か
け
も
あ
り
、
ガ
リ
シ
ア
亡
命
政
府
の
設
立
の
検
討
を
始
め
た
。
一
九
四
四
年
一
一
月
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
に
お

い
て
、「
ガ
リ
シ
ア
評
議
会
（Concello de Galiza
）」
が
発
足
し
た
（
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
及
び
バ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
た

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
を
中
心
に
亡
命
政
府
が
発
足
し
て
い
た
）。
同
評
議
会
に
は
、
カ
ス
テ
ラ
オ
を
議
長
と
し
て
、
ア
ン
ト
ン
・
ア
ロ
ン
ソ
・
リ
オ

ス
、
ラ
モ
ン
・
ス
ア
レ
ス
・
ピ
カ
ー
ジ
ョ
、
エ
ル
ピ
デ
ィ
オ
・
ビ
ジ
ャ
ベ
ル
デ
・
レ
イ
と
い
っ
た
元
ガ
リ
シ
ア
選
出
国
会
議
員
が
参
加
し

た
。
一
九
四
五
年
に
は
、
第
二
共
和
政
期
に
首
相
を
務
め
た
マ
ヌ
エ
ル
・
ポ
ル
テ
ラ
・
バ
ジ
ャ
ダ
レ
ス
が
参
加
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
国
内
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
コ
政
権
が
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
の
支
援
を
受
け
て
独
裁
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
た
。

一
九
四
五
年
に
ド
イ
ツ
が
連
合
国
に
降
伏
す
る
と
、
フ
ラ
ン
コ
政
権
も
連
合
国
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ
て
ス
ペ
イ
ン
の
政
治
体
制
も
一
変
す

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
が
高
ま
り
、
亡
命
派
の
中
に
は
帰
国
の
準
備
を
始
め
る
者
も
い
た（（1
（

。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
冷
戦
が



一
〇
一

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
の
歴
史
的
経
緯
（
大
木
）

始
ま
る
と
、
西
側
諸
国
は
反
共
主
義
の
立
場
を
と
る
フ
ラ
ン
コ
政
権
を
容
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
た
だ
し
、
国
連
に
お
い
て
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
下
に
あ
る
ス
ペ
イ
ン
が
批
判
さ
れ
た
）。

他
方
、
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
ラ
モ
ン
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
を
中
心
に
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
復
活
が
図
ら
れ
た
（
以
降
、
国
内
を
中
心
に
活
動

し
た
ガ
リ
シ
ア
主
義
勢
力
を
「
国
内
派
」
と
呼
ぶ
）。
国
内
派
は
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
拠
点
は
南
米
で
は
な
く
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
設
立
す
べ

き
で
あ
る
と
し
て
、
カ
ス
テ
ラ
オ
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
ガ
リ
シ
ア
評
議
会
の
設
立
に
反
対
し
た
。

国
内
派
に
よ
る
批
判
に
よ
っ
て
、
組
織
と
し
て
の
正
統
性
を
欠
い
た
ガ
リ
シ
ア
評
議
会
で
あ
る
が
、「
ガ
レ
ウ
ス
カ
」
を
後
ろ
盾
に
信

頼
獲
得
に
努
め
た
。
一
九
四
五
年
一
〇
月
、
ガ
リ
シ
ア
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
亡
命
政
府
の
招
集
に
応
じ
て
、
メ
キ

シ
コ
を
訪
れ
、
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
亡
命
議
会
の
議
員
に
対
し
て
、
ガ
リ
シ
ア
の
自
治
権
の
必
要
性
に
つ
い
て
訴
え
か
け
た
。
努
力
の
甲
斐

も
あ
り
、
同
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
亡
命
共
和
国
議
会
で
は
、
ガ
リ
シ
ア
自
治
憲
章
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
最
終
的
に
ガ
リ

シ
ア
自
治
憲
章
は
承
認
さ
れ
た
。
ス
ペ
イ
ン
亡
命
議
会
に
お
け
る
自
治
憲
章
の
承
認
は
実
質
的
に
意
味
を
な
さ
な
い
が
、
ガ
リ
シ
ア
評
議

会
（
す
な
わ
ち
亡
命
派
ガ
リ
シ
ア
主
義
）
の
正
統
性
を
高
め
る
と
い
う
点
で
意
義
が
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
一
二
月
、
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

に
戻
っ
た
ガ
リ
シ
ア
評
議
会
の
一
行
は
、「
ガ
リ
シ
ア
友
の
会
」
の
歓
迎
を
受
け
、
自
治
憲
章
承
認
の
成
功
を
讃
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
一
九
四
六
年
、
カ
ス
テ
ラ
オ
は
、
ホ
セ
・
ヒ
ラ
ル
亡
命
共
和
国
政
府
首
相
の
要
請
に
よ
り
、
亡
命
政
府
の
大
臣
に
就
任
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
、
ス
ペ
イ
ン
亡
命
政
府
の
拠
点
は
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
移
っ
て
い
た
。
カ
ス
テ
ラ
オ
は
大
臣
就
任
を

承
諾
し
た
も
の
の
、
自
身
は
南
米
の
ガ
リ
シ
ア
社
会
に
お
い
て
活
動
を
続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
、
パ
リ
に
向
か
う
こ
と
を
快
く
思
っ
て

い
な
か
っ
た
。
カ
ス
テ
ラ
オ
が
パ
リ
に
出
発
す
る
前
に
開
催
さ
れ
た
壮
行
会
に
お
い
て
、
カ
ス
テ
ラ
オ
は
「
私
は
ス
ペ
イ
ン
の
大
臣
に
な

り
た
か
っ
た
訳
で
は
な
く
、
ガ
リ
シ
ア
の
代
表
（Presidente

）
に
な
り
た
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る（（1
（

。



一
〇
二

こ
う
し
て
、
カ
ス
テ
ラ
オ
は
パ
リ
に
拠
点
を
移
し
、
ス
ペ
イ
ン
亡
命
政
府
に
お
け
る
ガ
リ
シ
ア
の
代
表
（
無
任
所
大
臣
）
と
し
て
活
動

を
始
め
た
。
し
か
し
、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
を
中
心
と
す
る
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
国
内
派
は
、
亡
命
派
の
カ
ス
テ
ラ
オ
が
大
臣
に
就
任
し
た
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
ま
ま
亡
命
派
が
ガ
リ
シ
ア
主
義
を
担
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
募
ら
せ
、
国
内
派
と
亡
命
派
の
対
立
が
激
化
し

て
い
く
。
ガ
リ
シ
ア
主
義
内
部
の
争
い
に
労
を
費
や
す
う
ち
に
、
結
局
ヒ
ラ
ル
政
権
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
九
四
七
年
、
カ
ス
テ

ラ
オ
は
失
意
の
う
ち
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
帰
国
後
は
執
筆
活
動
に
注
力
し
た
が
、
一
九
五
〇
年
一
月
、
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
息
を
引
き
取
っ
た
。

カ
ス
テ
ラ
オ
の
葬
儀
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
催
さ
れ
た
が
、
カ
ス
テ
ラ
オ
の
生
地
で
あ
る
ガ
リ
シ
ア
の
リ
ア
ン
シ
ョ
や
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
に
お
い
て
も
ミ
サ
が
執
り
行
わ
れ
た
。
当
時
は
既
に
フ
ラ
ン
コ
体
制
が
強
固
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
コ
政
権
幹
部
は
、
カ
ス

テ
ラ
オ
の
死
を
き
っ
か
け
に
、
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
ガ
リ
シ
ア
主
義
が
再
興
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
フ
ラ
ン
コ
政
府
報

道
庁
は
、
新
聞
各
社
宛
に
「
共
和
国
の
政
治
家
で
あ
り
、
ガ
リ
シ
ア
の
分
離
主
義
者
で
あ
る
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
カ
ス
テ
ラ

オ
氏
が
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
お
い
て
死
去
し
た
こ
と
に
関
し
、
以
下
の
通
り
警
告
す
る
。
カ
ス
テ
ラ
オ
氏
の
死
に
関
す
る
報
道
は
、
新

聞
紙
の
一
面
に
掲
載
し
て
は
な
ら
ず
、
一
段
組
と
す
る
。
写
真
を
掲
載
す
る
際
は
、
政
治
的
行
事
に
お
け
る
写
真
を
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。
カ
ス
テ
ラ
オ
氏
の
ユ
ー
モ
ア
作
家
、
文
学
家
、
戯
画
家
と
し
て
の
側
面
の
み
を
褒
め
称
え
る
も
の
と
す
る
。
政
治
的
側
面
を
強
調
す

る
こ
と
も
可
と
す
る
が
、
そ
の
場
合
、
そ
れ
が
誤
っ
た
行
い
で
あ
り
、
同
氏
が
犯
し
た
罪
に
対
す
る
神
の
慈
悲
が
期
待
さ
れ
て
い
る
旨
言

及
す
る
こ
と
と
す
る
。
同
氏
の
文
学
・
芸
術
活
動
に
言
及
す
る
際
、『
セ
ン
プ
レ
・
エ
ン
・
ガ
リ
サ
』
や
内
戦
が
描
か
れ
た
戯
画
集
に
つ

い
て
は
触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
」
と
の
警
告
文
を
送
っ
て
い
る（（1
（

。
フ
ラ
ン
コ
政
権
に
と
っ
て
、
カ
ス
テ
ラ
オ
が
い
か
に
影
響
力
を
有
し
て

い
た
か
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
リ
ー
ダ
ー
を
失
っ
た
亡
命
派
の
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
運
動
は
、
大
き
く
後
退
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し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

ス
ペ
イ
ン
内
戦
前
後
で
ガ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
最
も
影
響
を
与
え
た
人
物
は
、
カ
ス
テ
ラ
オ
で
あ
ろ
う
。
ガ
リ
シ
ア
主
義
党

を
創
設
し
た
カ
ス
テ
ラ
オ
は
、
小
説
家
、
画
家
と
し
て
も
活
動
し
て
お
り
、
内
戦
中
及
び
内
戦
後
も
文
筆
活
動
・
芸
術
活
動
を
続
け
、
作

品
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
コ
体
制
を
批
判
し
た
。
カ
ス
テ
ラ
オ
の
作
品
の
中
で
も
、『
セ
ン
プ
レ
・
エ
ン
・
ガ
リ
サ
（
ガ
リ
シ
ア
語
で
「
い
つ
も

ガ
リ
シ
ア
に
」
の
意
）』
は
彼
の
政
治
思
想
の
集
大
成
で
あ
る
。
同
著
は
、
一
九
三
五
年
に
ス
ペ
イ
ン
南
西
部
の
町
バ
ダ
ホ
ス
で
、

一
九
三
七
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
及
び
バ
レ
ン
シ
ア
で
、
一
九
四
〇
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
及
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
の
途
上
で
、
一
九
四
三
年
に

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
執
筆
さ
れ
た
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
四
四
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
出
版
さ
れ
た
。
晩
年
の

一
九
四
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
執
筆
さ
れ
た
章
が
加
え
ら
れ
た
第
二
版
が
一
九
六
一
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。『
セ
ン
プ
レ
・
エ
ン
・
ガ
リ
サ
』

は
「
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
バ
イ
ブ
ル
」
と
評
さ
れ
、
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
「
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る（（1
（

。

五
―
三　

国
内
派
に
よ
る
ガ
リ
シ
ア
主
義

内
戦
終
結
後
、
ス
ペ
イ
ン
国
内
に
お
い
て
も
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
再
結
成
が
図
ら
れ
た
。
再
結
成
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、
内
戦
前

に
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
青
年
組
織
「
ガ
リ
シ
ア
主
義
青
年
連
盟
」
で
活
躍
し
た
ラ
モ
ン
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
で
あ
る
。
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
は
、
内
戦

後
も
ス
ペ
イ
ン
に
残
っ
て
い
た
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
メ
ン
バ
ー
に
連
絡
を
取
り
、
再
結
成
を
働
き
か
け
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
四
四
年
に

は
「
ガ
リ
シ
ア
民
主
同
盟
議
会
（X

unta Galega de A
lianza D

em
ocrática

）」
が
結
成
さ
れ
、
ま
た
、
一
九
四
五
年
七
月
に
は
ガ
リ
シ
ア

主
義
党
が
再
結
成
さ
れ
た
。



一
〇
四

し
か
し
、
一
九
四
六
年
に
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
国
内
派
の
実
質
的
な
指
導
者
と
な
っ
て
い
た
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
が
逮
捕
さ
れ
る
と
、
国
内
に
お

け
る
ガ
リ
シ
ア
主
義
勢
力
の
活
動
は
停
止
状
態
と
な
っ
た
。
一
九
四
九
年
に
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
が
出
所
す
る
と
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
そ
れ
ま

で
の
活
動
方
針
を
大
き
く
転
換
さ
せ
、文
化
活
動
を
通
じ
て
ガ
リ
シ
ア
主
義
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
。
フ
ラ
ン
コ
独
裁
体
制
下
で
は
、

一
定
の
範
囲
内
で
地
域
の
文
化
活
動
が
許
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
は
一
二
五
名
の
出
資
者
を
集
め
、
オ
テ
ロ
・
ペ
ド
ラ
ー
ジ
ョ

と
共
に
ガ
ラ
ク
シ
ャ
社
を
設
立
し
た
。
ガ
ラ
ク
シ
ャ
社
は
ガ
リ
シ
ア
語
に
よ
る
書
籍
の
出
版
を
復
活
さ
せ
、
一
九
五
一
年
に
一
二
冊
の
本

が
出
版
さ
れ
た
。
逆
境
の
中
で
最
善
を
尽
く
す
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
の
戦
略
の
目
的
は
、
若
者
に
対
す
る
ガ
リ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
教
育
を

通
じ
て
、
将
来
の
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
リ
ー
ダ
ー
の
誕
生
の
可
能
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
の
狙
い
は
、
フ
ラ
ン
コ
体

制
と
対
立
せ
ず
、
ま
た
、
政
党
を
結
成
す
る
こ
と
な
く
、
ガ
リ
シ
ア
社
会
を
「
ガ
リ
シ
ア
主
義
化
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
国
内
派
の
穏
健
な
文
化
活
動
は
、
亡
命
派
の
反
発
を
生
ん
だ
。
特
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
、
カ
ス
テ
ラ
オ
の
思
想
を
受

け
継
い
だ
急
進
派
は
、
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ら
国
内
派
の
戦
略
は
ガ
リ
シ
ア
主
義
を
大
衆
で
は
な
く
学
術
エ
リ
ー
ト
の
活
動
に
縮
小
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
と
批
判
し
た（（2
（

。
ま
た
、
内
戦
期
以
降
、
政
治
活
動
や
ガ
リ
シ
ア
語
に
よ
る
出
版
等
の
文
化
活
動
を
続
け
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
を
継
続

し
て
き
た
の
は
国
内
派
で
は
な
く
亡
命
派
で
あ
る
と
い
う
誇
り
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
強
力
な
指
導
者
を
失
っ
た
亡
命

派
に
と
っ
て
、
主
導
権
を
取
り
戻
す
余
力
は
な
く
、
結
果
と
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
は
目
立
っ
た
活
動
は
行
わ
れ
ず
、
ガ
リ
シ
ア
主

義
は
衰
退
し
た
。

そ
の
後
ガ
リ
シ
ア
主
義
は
、
フ
ラ
ン
コ
独
裁
体
制
後
期
の
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
「
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
運
動
が

起
こ
り
、
復
活
の
兆
し
を
見
せ
始
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
前
に
お
け
る
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
高
ま
り
は
失
わ
れ
て
い
た
。
ガ

リ
シ
ア
主
義
の
歴
史
的
断
絶
は
、
ス
ペ
イ
ン
民
主
化
以
降
の
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
発
展
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。



一
〇
五

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
の
歴
史
的
経
緯
（
大
木
）

六 

む
す
び
に
か
え
て

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
他
地
域
と
比
較
し
て
弱
く
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
ガ
リ
シ
ア
人
の
多
く
が
「
ス
ペ
イ

ン
」
と
「
ガ
リ
シ
ア
」
の
二
重
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
有
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
か
か
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
た
背

景
に
は
、
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
誕
生
・
発
展
経
緯
や
そ
の
時
代
の
社
会
経
済
状
況
の
特
殊
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
ガ
リ
シ
ア
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
か
ら
発
展
、
そ
し
て
内
戦
期
の
状
況
に
焦
点
を
あ
て
て

考
察
し
た
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
る
以
前
の
状
況
も
背
景
に
あ
る
。
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
地
域

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
る
以
前
の
背
景
と
し
て
、
ガ
リ
シ
ア
研
究
者
の
ベ
ラ
メ
ン
デ
ィ
氏
は
以
下
の
三
つ
の
点
を
挙
げ
て
い
る（（2
（

。

ま
ず
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
萌
芽
と
な
っ
た
「
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
」
の
時
代
に
お
い
て
、
地
域
の
エ
リ
ー
ト
を
結
び
づ
け
、
政
治
意

識
を
醸
成
す
る
た
め
の
集
ま
り
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
に
は
君
主
政
の
時
代
か
ら
同
業
者
組
織

が
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
波
が
訪
れ
た
際
に
そ
れ
が
な
か
っ
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

確
か
に
、
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
リ
ズ
ム
の
担
い
手
の
大
半
が
大
学
生
で
あ
り
、
中
産
階
級
を
巻
き
込
ん
だ
政
治
運
動

に
す
ぐ
に
は
発
展
し
て
い
な
い
。

第
二
に
、
社
会
経
済
構
造
の
特
異
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
教
会
が
多
く
の
土
地
を
支
配
し
て
お
り
、
そ
の
経
済

力
、
組
織
力
、
思
想
の
影
響
力
は
強
大
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
社
会
構
造
は
郷
士
及
び
小
作
農
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
。
ガ
リ
シ
ア
に

お
い
て
は
、
一
二
世
紀
頃
か
ら
三
世
代
固
定
の
借
地
制
（
フ
ォ
ロ
制
）
が
続
い
て
い
た
。
教
会
の
土
地
は
郷
士
と
呼
ば
れ
る
下
級
貴
族
に



一
〇
六

貸
し
出
さ
れ
、
そ
の
土
地
は
さ
ら
に
小
作
農
に
貸
し
出
さ
れ
、
郷
士
は
農
民
に
穀
物
の
現
物
支
払
い
を
強
制
し
た
。
か
か
る
制
度
に
よ
り
、

一
次
産
業
が
維
持
さ
れ
、
工
業
や
商
業
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
誕
生
が
遅
れ
た
。
ま
た
、
制
度
の
固
定
化
に
よ
っ
て
、

教
会
や
貴
族
に
対
す
る
服
従
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
た
。
一
八
世
紀
頃
か
ら
小
規
模
な
が
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
生
ま
れ
つ
つ

あ
っ
た
が
、
か
か
る
状
況
に
よ
り
、
明
確
に
新
し
い
社
会
階
層
を
形
成
す
る
に
は
至
ら
ず
、
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
担
い
手
に
は
な
り

え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
両
義
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ガ
リ
シ
ア
が
独
自
の
言
語
や
文
化
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
ガ

リ
シ
ア
に
お
い
て
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
社
会
の
上
流
階
級
（
特
に
聖
職
者
）
が
ス
ペ
イ
ン

語
化
を
進
め
る
過
程
に
お
い
て
、
ガ
リ
シ
ア
語
話
者
（
特
に
小
作
農
）
が
下
流
階
級
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ガ
リ
シ
ア
語

に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
は
、
一
九
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
自
由
主
義
国
家
体
制
に
さ
ら
に
顕
著
と
な
り
、
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
の
そ
の
他

地
域
や
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
ガ
リ
シ
ア
移
民
社
会
に
も
持
ち
込
ま
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
言
語
の
特
異
性
に
基
づ
く
「
ガ
リ
シ
ア
の
ネ
イ�

シ
ョ
ン
」
と
い
う
概
念
は
、
ガ
リ
シ
ア
語
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
強
力
な
抑
止
剤
と
な
り
、
社
会
に
広
が
り
を
見
せ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
は
緩
和
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

か
か
る
状
況
を
前
提
に
考
え
る
と
、
ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
が
い
か
に
困
難
を
伴
っ
た
か
が
容

易
に
想
像
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
直
前
に
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
高
ま
り
、あ
ら
ゆ
る
社
会
階
層
の
支
持
を
獲
得
す
る
に
至
り
、つ
い
に
は
ガ
リ
シ
ア
自
治
憲
章
が
住
民
投
票
で
可
決
さ
れ
る
に
至
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
内
戦
前
の
ガ
リ
シ
ア
主
義
者
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
と
異
な
り
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ



一
〇
七

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
の
歴
史
的
経
緯
（
大
木
）

忠
誠
の
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
ガ
リ
シ
ア
は
歴
史
的
に
農
村
地
域
で
あ
り
、
フ
ォ
ロ
制
の
維
持
に
よ
っ
て
、
産
業
の
発
展
が
遅
れ
た
。
産

業
が
発
展
し
、
経
済
的
に
豊
か
な
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
と
は
反
対
に
、
貧
困
地
域
で
あ
っ
た
ガ
リ
シ
ア
に
と
っ
て
は
ス
ペ
イ
ン
中
央

政
府
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
の
多
く
の
ガ
リ
シ
ア
主
義
者
に
と
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
は
複
数
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
国
家
（Estado plurinacional

）

と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
ス
ペ
イ
ン
国
家
を
構
成
す
る
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
、
バ
ス
ク
及
び
ガ
リ
シ
ア
の
う
ち
、

カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
が
国
家
の
枠
組
み
の
中
で
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
の
文
化
を
他
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
強
要
し
た
た
め
、
そ
れ
を
正
す
こ
と
が
ガ

リ
シ
ア
主
義
者
の
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
者
の
運
動
は
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
な
く
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
に
対

す
る
抵
抗
だ
っ
た
と
言
え
る（（2
（

。
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
は
、
共
和
国
内
で
の
ガ
リ
シ
ア
自
治
推
進
と
い
う
現
実
路
線
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。

内
戦
が
始
ま
る
と
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
は
大
き
く
後
退
し
、
フ
ラ
ン
コ
独
裁
期
に
お
い
て
は
政
治
的
活
動
が
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
。
上
述
の
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
形
成
以
前
の
社
会
経
済
の
特
異
性
が
フ
ラ
ン
コ
独
裁
を
受
け
入
れ
る
の
に
十
分
な
土
壌

と
な
り
、
ガ
リ
シ
ア
出
身
の
フ
ラ
ン
コ
の
政
策
に
従
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
内
戦
前
に
起
こ
っ
た
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
高

ま
り
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
過
性
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ガ
リ
シ
ア
主
義
の
高
ま
り
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
内
戦
前
の
ガ
リ
シ
ア
主
義
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
カ
ス
テ
ラ
オ
が

ガ
リ
シ
ア
か
ら
遠
く
離
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
亡
命
し
た
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。
ガ
リ
シ
ア
移
民
の
多
か
っ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
、

カ
ス
テ
ラ
オ
の
思
想
を
支
持
す
る
者
も
多
か
っ
た
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
期
待
を
抱
い
て
移
民
し
た
ガ
リ
シ
ア
人
が
必
ず
し
も
ガ
リ
シ
ア

主
義
者
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
下
流
階
級
が
話
す
言
語
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
ガ
リ
シ
ア
語
を
話
す
の
を
や
め
て
、
新
天
地
で
ス
ペ

イ
ン
語
を
話
し
始
め
る
人
が
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
が
フ
ラ
ン
ス
を
拠
点
に
活
動
を
続
け



一
〇
八

る
一
方
で
、
本
国
か
ら
の
情
報
が
不
足
す
る
南
米
に
拠
点
を
構
え
た
ガ
リ
シ
ア
の
亡
命
指
導
部
の
認
識
は
現
実
か
ら
乖
離
し
た
と
の
見
方

も
あ
る（（2
（

。

ま
た
、
カ
ス
テ
ラ
オ
の
死
後
、
亡
命
派
で
は
後
継
者
が
登
場
せ
ず
、
文
化
活
動
が
中
心
の
国
内
派
に
主
導
権
が
移
さ
れ
た
点
も
ガ
リ
シ

ア
主
義
の
後
退
の
要
因
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
コ
体
制
初
期
に
お
い
て
も
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
や
バ
ス
ク
で
は
、
内
戦
前
の
運
動
が
継
承
さ
れ
、

ま
た
、
若
い
世
代
が
新
た
な
運
動
を
始
め
て
い
た
と
の
は
対
照
的
に
、
ガ
リ
シ
ア
で
は
一
旦
断
絶
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
ろ
う
。
こ
の

頃
に
進
め
ら
れ
た
フ
ラ
ン
コ
に
よ
る
「
ス
ペ
イ
ン
化
」
に
よ
っ
て
、
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
保
守
的
思
想
が
益
々
定
着
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
コ
政
権
も
カ
ス
テ
ラ
オ
の
活
動
を
警
戒
し
て
い
た
が
、
カ
ス
テ
ラ
オ
の
死
が
ガ
リ
シ
ア
主
義
後
退
の
決
定
的
要
因
と
な
っ
た
。

ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
他
の
歴
史
的
自
治
州
と
比
較
し
て
弱
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
形

成
前
の
社
会
経
済
的
背
景
に
加
え
、
第
二
共
和
政
期
に
発
足
し
た
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
が
共
和
国
内
で
の
自
治
推
進
と
い
う
現
実
主
義
的
路

線
を
選
択
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ガ
リ
シ
ア
主
義
党
の
指
導
者
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
亡
命
し
、
そ
の
後
死
亡
し
た
こ
と

に
よ
り
、
運
動
が
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
ガ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
ガ
リ
シ
ア
主
義
が
再
興
す
る

が
、
ガ
リ
シ
ア
全
体
を
巻
き
込
む
運
動
に
は
発
展
せ
ず
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
を
受
け
た
左
派
勢
力
を
中
心
と
す
る
運
動
と
な
っ
た
こ

と
も
か
か
る
歴
史
的
経
緯
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
）
大
木
雅
志
「
ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」（
坂
東
省
次
監
修
・
牛
島
万
編
著
『
現
代
ス
ペ
イ
ン
の
諸
相
―
多
民
族
国
家
へ

の
射
程
と
相
克
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
六
年
）

（
2
）
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
新
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
」（
坂
東
監
修
・
牛
島
編
著
前
掲
注（
1
））
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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〇
九

ガ
リ
シ
ア
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
及
び
発
展
の
歴
史
的
経
緯
（
大
木
）

（
3
）
萩
尾
生
「
自
治
州
国
家
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
「
歴
史
的
諸
法
」」（
宮
島
喬
／
若
松
邦
弘
／
小
森
宏
美
編
『
地
域
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
人
文
書
院
、

二
〇
〇
七
年
）
九
四
―
九
五
頁

（
4
）
ア
ン
ト
ニ
ー
・
Ｄ
・
ス
ミ
ス
（
高
柳
先
男
訳
）『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
生
命
力
』
晶
文
社
、
一
九
九
八
年
、
一
一
二
頁
。
ス
ミ
ス
は
、
ス
ペ
イ

ン
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
例
と
し
て
ガ
リ
シ
ア
に
触
れ
て
い
る
が
、
分
離
主
義
的
エ
ス
ニ
ッ
ク
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
類
型

に
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
及
び
バ
ス
ク
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
て
い
る
。

（
5
）
立
石
博
高
「
国
民
国
家
の
形
成
と
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
擡
頭
」（
立
石
博
高
／
中
塚
次
郎
編
『
ス
ペ
イ
ン
国
家
と
地
域
―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
相
克
』
国
際
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
二
八
―
三
〇
頁

（
6
）
立
石
博
高
「
ス
ペ
イ
ン
の
諸
言
語
と
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」（
立
石
博
高
／
内
村
俊
太
編
『
ス
ペ
イ
ン
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
50
章
』
明
石

書
店
、
二
〇
一
六
年
）
三
五
三
―
三
五
七
頁

（
7
）
武
藤
祥
「
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
」（
立
石
／
内
村
編
前
掲
注（
6
））
二
三
四
―
二
三
九
頁

（
8
）
中
塚
次
郎
「
多
元
的
国
家
体
制
の
模
索
」（
立
石
／
中
塚
編
前
掲
注（
5
））
三
八
頁

（
9
）Beram

endi,Justo,E
l N

acionalism
o G

allego,M
adrid:A

rco Libros,1997,pp.35-36

（
10
）V

illares,Ram
ón,H

istoria de G
alicia,V

igo:Editorial Galaxia,2004,p.393

（
11
）Gem

ie,Sharif.Galicia:T
he concise history.1st edition,Cardiff:U
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